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能代港

1. 概況

〈能代港の沿革〉
　能代港は秋田県北部米代川河口にあり、北緯40度13分、
東経140度1分に位置している。その背後地は鉱物・林産・
農産物に富み、特に秋田杉の生産地として有名である。
　能代港の歴史を見ると、658年越国守阿部比羅夫が軍船
180隻を率いて蝦夷征伐のため上陸したのが野代湊「能代港」
といわれている。また安土桃山時代には秋田城介實季の領下
にあり、野代「能代」奉行の統治下にあったが、関ヶ原の戦
い以後は、佐竹義宣公がこれに代わった。以後は佐竹藩北部
の木材を中心とした物資集積地として飛躍的に発展し日本海
側有数の港町として繁栄していった。
　明治に入り30年代から40年代にかけて良質な秋田杉の利
用計画がなされ、機械製材技術の導入、秋田木材株式会社の
設立、その他大小の製材・木工・機械工業の設立と、文字ど
おり木都能代の名声が海外までもおよぶに至った。その後大
正11年内務省告示により指定港湾となり、大正14年に363
隻（8万1千トン）の入港があった。このように繁栄を続けた
能代港も度重なる米代川の洪水による土砂の流入から安定し
た機能を発揮できず、喫水の浅い漁船などしか入港できなく
なった。
　戦後、米代川の改修工事とともに港の整備も始まり、昭和
21年に県知事より調査依頼を受けた港湾協会による修築計画
が樹立され、昭和23年からの港湾整備五カ年計画の一環と
して整備が図られ、昭和28年に地方港湾の指定を受けて事
業が推進された。この計画は米代川を航路泊地として利用す
る河口計画であった。しかし河口航路を安定させる工事も予
期した効果が上がらなかったことと、天然木の減少による外
材依存度が高まったことから、昭和40年からの港湾整備計画
では、米代川河口南側に航路を掘り込み、米代川と本港を分
離する計画を策定した。その後の情勢変化に伴い第4次整備
計画において計画を拡大して整備が進められ、昭和40年8月
に5千トン級船舶の入港が可能となった。その後、植物防疫
法による指定港の指定ならびに関税法による開港指定を受け
開港した。また昭和48年には木材需要に対応して臨海部に
木材工業団地造成工事に着手し、昭和51年に完成した。そ
の後、大森地区に1万5千トン岸壁を整備した。

〈能代港の現況〉
　能代港の背後である能代・山本地域は、人口約6万7千人
を擁し、秋田県北部の流通拠点都市であるとともに、米代川
流域の秋田杉を利用した製材・木材業等の中心都市でもあ
る。これら木材及び木材関連産業の一部の臨海部造成地への
立地や外材の取り扱いなど、港湾との結びつきも非常に深い
ものとなっている。
　一方、エネルギー需要の増大、多様化に対応する石炭火力
発電所の立地が昭和54年に決定し、昭和56年5月には重要
港湾に昇格した。こうした情勢に対応するため、昭和56年に
港湾計画を策定し、これに基づいた整備が進み、昭和56年に
火力発電所用地造成（110ha）に着手し、昭和60年には完成、
平成5年5月には1号機、平成6年12月に2号機、令和2年3
月に3号機の運転を開始している。
　さらに、近年、地球温暖化に向けた再生可能エネルギーの
積極的導入が始まり、洋上風力発電事業が注目されるなか、
能代港周辺は風況や海底の地盤状況等から洋上風力発電事業
の有望地域として、港湾区域内を含め複数の洋上風力発電事
業が進められている。洋上風力発電事業の進展により、現在
の火力発電に加えてより一層のエネルギー供給拠点として、
地域経済を牽引する役割が期待されている。
　平成18年12月にはリサイクルポートに指定され、秋田県
北部エコタウン計画と連携した循環資源物流の拠点港として
も、整備が進められている。
　本港の主な係留施設として、4万トン岸壁1バース、1万5
千トン岸壁1バース、5千トン岸壁2バース、専用施設として
東北電力㈱の6万トン桟橋及び5千トン桟橋それぞれ1バース
等を有しており、令和6年の港湾取扱貨物量は、石炭、窯業
品、砂利・砂等を主要貨物として、外貿419万トン、内貿56
万トン、合計475万トンとなっている。
〈これからの能代港〉
　今後の整備方針としては、引き続き港内静穏度向上のため
の防波堤整備等を促進すると供に、港湾施設の利活用を図
り、北部エコタウンと連携した総合静脈物流拠点として、リ
サイクル関連物資の取扱いに配慮した機能強化を図る。また、
洋上風力発電の拠点港としても整備を推進し、総合的なエネ
ルギー供給基地を目指す。
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2. 港勢

外貿コンテナ貨物取扱量 乗降人員

項目 フレートトン
TEU 合計 乗込人員 上陸人員

実入り 空コン 外国航路 2 0 2
輸出 内国航路
輸入 計 2 0 2

海上出入貨物
品種

項目
合計 農水産品 林産品 鉱産品 金属機械工業品

トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％
輸出 209,206 100.0 153,382 73.3
輸入 4,234,287 100.0 4,199,669 99.2 34,618 0.8
計 4,443,493 100.0 153,382 3.5 4,199,669 94.5 34,618 0.8

移出 197,892 100.0 9,520 4.8 9,724 4.9 352 0.2

移入 374,074 100.0 3,186 0.9 362,662 96.9 4,476 1.2

計 571,966 100.0 12,706 2.2 372,386 65.1 4,828 0.8
合計 5,015,459 100.0 166,088 3.3 4,572,055 91.2 39,446 0.8

品種
項目

化学工業品 軽工業品 雑工業品 特殊品 分類不能のもの
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

輸出 47,320 22.6 8,504 4.1
輸入
計 47,320 1.1 8,504 0.2

移出 170,947 86.4 2,549 1.3 4,800 2.4

移入 3,750 1.0

計 174,697 30.5 2,549 0.4 4,800 0.8
合計 222,017 4.4 2,549 0.1 13,304 0.3

入港船舶
トン数

別
種別

合計 30,000総トン以上 10,000総トン以上 
30,000総トン未満

6,000総トン以上 
10,000総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船 107 2,944,877 50 2,584,227 3 56,122 18 154,378
内航商船 279 348,584
自　　航
そ  の  他 31 19,817
合　　計 417 3,313,278 50 2,584,227 3 56,122 18 154,378

トン数
別

種別

3,000総トン以上 
6,000総トン未満

1,000総トン以上 
3,000総トン未満

500総トン以上 
1,000総トン未満

5総トン以上 
500総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船 26 123,917 10 26,233
内航商船 47 211,805 87 64,484 145 72,295
自　　航
そ  の  他 3 12,440 1 1,407 27 5,970
合　　計 76 348,162 11 27,640 87 64,484 172 78,265

最大入港船舶のトン数　58,209総トン（喫水 12.720m）
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3. 港湾施設
区　　分

埠 頭 名

け　い　船　施　設 荷　さ　ば　き　施　設

主　　な
取扱貨物バ ー ス 名

前面
水深

（m）

延長

（m）

最大けい
船能力

（DWT）

船
席
数

荷 役 機 械 上　　屋

機 械 名
揚
力

（t）

基
　
数

棟
　
数

使用
面積

（㎡）
（公 　　　　　共）
大 森 –13m　岸 　壁 13.0 260 40,000 1 原木、砂利・砂、石灰

石、原塩
15,000トン岸壁 10.0 185 15,000 1 原木、砂利・砂、石灰

石、窯業品、金属くず
–5m　岸 　壁 5.0 136 2,000 1

中 島 中 島 １ 号 岸 壁 7.5 130 5,000 1
中 島 ２ 号 岸 壁 7.5 130 5,000 1 　

（専 　　　　　用）
能 代 火 力 発 電 所 60,000トン桟橋 14.0 340 60,000 1 石炭

5,000ト ン 桟 橋 7.5 126 5,000 1 窯業品

保　　管　　施　　設
区　　　　分 棟数 面積・容量

野積場 8 214,118㎡
　（砂利・砂、石灰石） – 160,384㎡
　（水産品） – 47,734㎡
普通倉庫
　1～3類倉庫 – –
　危険品倉庫 – –
　野積倉庫 – –
　貯蔵倉庫（サイロ） 5 23,516㎡
冷蔵倉庫 – –
水面倉庫（貯木場） – 64,242㎡

泊　　　　　　　　地
区　　分 水深（m） 面　積（㎡）

錨泊地 – –
はしけ溜 – –
木材投下泊地 – –
危険物泊地 – –

港　湾　関　連　施　設
名　　称 延床面積（㎡）

– –

臨　港　交　通　施　設
名　　称 総延長（m）

臨港道路 11,694.6
（内橋梁24.0）

新交通・鉄道
ヘリポート –

6. 緑地
区　分

名　称
面積（㎡）

（植栽率 –％）
水際線延長

（m） 緑地タイプ 竣工年度
施　　　　　　　　　設

利　用　施　設 附　属　施　設
大森緑地 37,475

（25）
– シンボル緑地 平成11年度 展望台

中島緑地 33,016
（20）

– 休憩緑地 平成13年度

5. マリーナ
該当なし

4. コンテナターミナルの概要
該当なし

7. 基地港湾
該当なし
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9. 関係出先官公署
名　　　　　　称 所　　　　　　　在　　　　　　　地 電話番号

仙台出入国在留管理局秋田出張所 〒010–0951　秋田市山王七丁目1-3 018–895–5221
函館税関秋田船川税関支署 〒011–0945　秋田市土崎港西一丁目7–35 018–845–0735
横浜植物防疫新潟支所秋田出張所 〒011–0945　秋田市土崎港西一丁目7–35 018–845–1411
東北地方整備局秋田港湾事務所 〒011–0945　秋田市土崎港西一丁目1–49 018–847–2511
東北地方整備局秋田港湾事務所能代港出張所 〒016–0803　能代市大町5–36　能代法務合同庁舎1階 0185–55–1350
東北運輸局秋田運輸支局 〒011–0816　秋田市泉字登木74–3 018–863–5812
第二管区海上保安本部秋田海上保安部 〒011–0945　秋田市土崎港西一丁目7–35 018–845–1621
秋田県能代港湾事務所 〒016–0807　能代市字大森山1–2 0185–54–8246
秋田県建設部港湾空港課 〒010–8570　秋田市山王四丁目1–1 018–860–2541
能代警察署 〒016–0811　能代市日吉町1–23 0185–52–4311
能代市役所 〒016–8501　能代市上町1–3 0185–52–2111

8. ポートサービス
曳船

名　　　　　称 所　　　　在　　　　地 電話番号 馬　　　　力 隻数
秋田曳船㈱能代営業所 〒016–0807　能代市字大森山1–21 0185–55–0459 4,000PS、4,400PS

4,400PS
3

医療・厚生施設
（港湾）

区　分 名　　　　　称 所　　　　　　　在　　　　　　　地 電話番号
医療施設 能代厚生医療センター 〒016–0014　能代市落合字上前田地内 0185–52–3111
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